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熊 取 町 は、大 阪府 の南部 に位 置 し、和 泉 山脈か ら派生

した丘 陵 に囲 まれ た土 地 です。

現在熊 取 町 に は周知 の遺跡 が 38カ 所 あ ります が、 こ

れ らの遺 跡 は、熊 取 町が古 くか ら人 々が暮 ら して い た と

い う証 明で もあ ります。

埋蔵文 化財 につ いて は、一度破壊 され る と もう元 には

戻 りません。遺 跡 が ひ とつ破壊 され て しまえば、 先 人の

知 恵 に叡 智 にも、れ る手 が か りが ひ とつ失 われ るわ けです。

しか しなが ら、近年 は関 西新空 港 が 泉州沖 に建 設 中で

あ り、 また、 その他諸 々の 開発が 泉州 地 区で行われ て い

ます。本 町域 にお きま して も例外 で はな く貴 重 な文 化財

が破壊 の危機 に直面 して お ります。

この よ うな中で、遺跡 の記録 保存 をお こな う為 に、開

発 申請者 の方 々の ご理 解 を得 て、発掘 調査 を実施 して ま

い りま した。

本書 は平 成 2年 に実施 され た個人 住 宅 の建築 に伴 う調

査 につ いて ま とめて発刊 した もので あ りますが、 た とえ

わず か な りで も文化財保 護 に寄 与 で きる もの と確 信 して

お ります。

発掘調 査 に際 し、現 地 で の調査 並 び に本書 の作成 に ご

尽 力 いただ いた方 々、並 び に関係 各位 に対 し深 く感謝 の

意 を表 します。

平成 3年 3月

熊 取 町 教 育 委 員 会

教育長  山 中 長 正
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.本書は熊取町教育委員会が平成 2年度国庫補助事業

(国 補助率 50%、 府補助率 25%、 町負担率 25%)

として計画 し、町史編さん室が担当 。実施 した熊取町

遺跡群における個人住宅の建築に伴 う事前調査の概要

報告書である。

2.調査は熊取町教育委員会発掘調査嘱託員井田匡を担

当者 として、平成 2年 4月 1日 に着手 し、平成 3年 3

月 31日 を もって終了 した。

なお、調査における事務連絡等は、町史編 さん室長

下中靖夫、事務吏員谷口美恵子がおこなった。

3.調査の実施 と整理にあたっては池辺吉也、義本哲司、

安福佳代、後藤久枝、宅野京子の協力を得た。また、

土地所有者及び関係各位か ら多大な協力を得た。明記

して感謝の意を表す ものである。

4.本書中の標高は東京湾の平均海水面を基準 としてい

る。方位は地図以外は磁北を示す ものとした。

本書の執筆 と編集は井田がお こなった。
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熊取町遺跡群発掘調査概要報告書・V
―平成 2年度の個人住宅建築に伴 う国庫補助 による事前調査 ―

第 1章 は じめ に

平成 2年の個人住宅の建築等に伴 う届

出は東円寺跡・ 池の谷遺跡 についてで、

全部で 4カ 所の発掘届が有 り、内 3カ 所

の調査を実施 した。

申請者及び申請地については表 1に 示

したとお りである。

平成 2年度の調査区の位置については

第 2図調査区位置図を参照願 い、詳細 に

ついては本文を参照願 いたい。

第 1図  熊取町の位置

表 1 平成 2年個人住宅建築に伴う発掘届一覧

昇
、

申 請 者 中 圭
謂 地 番 申請面積 備  考

西 日 敬 二 熊取町野田 2177-8.9.11 126ポ 調査 。本書掲載

小 西 寿 男 熊取町野田 2174-1 120ピ 立会・遺構遺物なし

藤 原 末 廣 熊取町野田 2401 357」 試掘 。本書掲載

川 上 正 弘 熊取町大字野田 143-1 484ポ 調査・本書掲載
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第 2章  東円寺跡の調査

第 1節  東円寺跡 90年 -3区 の調査

① 調査 に至 る経過

熊取町大字野田 2177-8、 -9、 -11番 地 において、西日敬二氏が個

人住宅の建築を計画 し、平成 2年 6月 19日 付で文化庁長官宛の土木工事 に伴

う埋蔵文化財の発掘届出書、並びに熊取町教育委員会教育長宛の埋蔵文化財包

蔵地の存在確認 に伴 う技師派遣依頼が熊取町教育委員会 に提出された。 これに

基づ き遺跡の取 り扱 いについて熊取町教育委員会 と西日氏 とで協議を実施 し、

調査す ることで合意をみた。

調査 は調査 申請地内に幅 3m、 長 さ 10mの 調査区を設定 して、盛土及 び整

地層を人力掘削によ り除去 した。調査期間は 5日 間で、平成 2年 8月 3日 着手

し、平成 2年 8月 7日 終了 した。

-2-



② 調査の概要

調査を実施 した地点 は、東円寺跡の範囲の南東隅に位置 し、東円寺跡 88年

-1区 ・ 6区の調査区 と隣接す る地点である。現状 は宅地で地表面の レベルは

TP+38m前 後を測 る。

層序 は地表面よ り 2 5cmが 盛土及 び旧耕作土で、若干の紫灰色粘質土層が存

在 し地山の黄橙色粘質土層 に至 る。

検出 した遺構 としては時期不明の柱穴が 1基 検出されたのみである。包含層

内での遺物の出土 はほとん どみ られなか った。

第 2節  東 円寺跡 90年 -5区 の調査

① 調査 に至 る経過

熊取町大字野田 2401番 地において、藤原末廣氏が個人住宅の建築を計画

し、平成 2年 12月 12日 付で文化庁長官宛の土木工事 に伴 う埋蔵文化財の発

掘届 出書並びに熊取町教育委員会教育長宛の埋蔵文化財包蔵地の存在確認 に伴

う技師派遣依頼が熊取町教育委員会 に提 出された。 これに基づいて遺跡の取 り

扱 いについて熊取町教育委員会 と藤原氏 とで協議を実施 し、調査す ることで合

意をみた。

試掘調査 は平成 2年 12月 17日 実施 した。

② 調査結果

調査を実施 した地点 は、東円寺跡の範囲の南西に位置 し、野田の墓地 と隣接

す る地点である。現状 は宅地で地表面の レベルはTP+36m前 後を測 る。

層序 は地表面よ り 4 0cmが 盛土及 び旧耕作上で、紫灰色粘質土層が存在 し、

地山の黄橙色礫層 に至 る。

検出 した遺構 としては時期不明の流路が 1基検 出されたのみである。遺物の

出土 は、 ほとん どみ られなか った。

本年度の個人住宅の建築 に伴 う調査では、いづれにおいて も新 しい知見は得

られなか った。 しか しなが ら、 これ らの小規模な調査を継続実施す ることによ

って遺跡の正確な範囲を把握す ることがで きると確信 している。東円寺跡 にお

いての調査結果の集積 は今後 もたゆまず行 っていかねばな らない。
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① 調査に至る経過

熊取町大字野田 143-1番 地において、川上正弘氏が個人住宅の建築を計

画 し、平成 3年 1月 30日 付で文化庁長官宛の土木工事に伴う発掘届出書並び

に熊取町教育委員会教育長宛の埋蔵文化財包蔵地の存在確認に伴 う技師派遣依

頼が熊取町教育委員会に提出された。これに基づいて遺跡の取 り扱いについて

熊取町教育委員会と川上氏との双方で協議を実施 し、文化財保護の必要性に鑑

み、事前に調査することで合意をみた。

調査は平成 3年 2月 26日 着手 し、平成 3年 3月 14日 終了 した。

② 遺跡の位置と環境

池の谷遺跡は、熊取町の南端に位置 し、成合地区に所在 している。付近の地

形は和泉山脈の前縁となる丘陵と開析谷で構成されている。
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池の谷遺跡では、現在 まで発掘調査がなされてお らず、遺跡の状態及 びその

正確 な範囲は、未だ把握 されてはいない。昭和 51年 に大阪府教育委員会が発

行 した大阪府文化財地名表 には、池の谷遺跡の名が見え る。伝え聞 く所 によれ

ば遺跡範囲内でサヌカイ トの散布が見 られた との ことである。

遺跡の範囲は、青池 と濁池、濁池 と横手池をそれぞれつなぎ、町道朝代成合

永楽線の西南側が遺跡の範囲である。

池の谷遺跡の周辺 には、成合寺遺跡・ 山の下城

…
…

跡などの遺跡があ る。

第 4図  成合地区
成合寺遺跡で は、近畿 自動車道の建設 に伴 い調

前池出土遺物  査が行われ、弥生時代後期か らの遺物が出土 じ、

遺構 と して 600基 の土塘墓が検出されてお り、最近では成合地区の前池の池

堤改修工事に伴 って、土師器の皿が 出土 している。 このように成合地区周辺で

の埋蔵文化財の調査について は、緒 についたばか りとい ったところであ る。

③ 調査結果

今回調査を実施 した地点 は、池の谷遺跡の東側 に位置 している。現状 は水田

である。層序 は地表面 よ り 2 0cmが 耕作土で、黄褐色粘質上が存在 し、地山の

黄橙色砂礫 に至 る。遺物 は出土 しなか ったが、溝を一条確認 し、柱穴を 2基確

認 した。 また、今回の調査中に付近の水田よ リチ ャー ト片 と近世磁器の破片を

表採 している。
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第 4 立早 ま とめ

平成 2年度の個人住宅建築 に伴 う調査での調査結果については、前述の とお

りである。

熊取町域 においては、本年度 は個人住宅の届出が非常 に僅少であ った。その

理 由についてあげるとす るな らば、 まず、第一に熊取町は 「ベ ッ ドタウン」で

あ り、新規の移入者のほとん どが分譲住宅等を購入 していること。

第 2に 高騰す る地価を反映 して、建て替え工事をす る際に自宅をかねて店舗

などを建築す るケースが多いことがあげ られ る。特 に熊取町には 3つ の大学が

あ り、 ここ数年 は学生寮 と自宅を兼ねた建物の建築がめだ った。今後 は大久保、

紺屋、五門、野田、小垣内、小谷、久保、朝代、大宮、七山、和 田、高田、成

合など宅地化が進む以前よりある地区内での建て替えに伴 う調査が メイ ンにな

ってい くのであろ う。それ らの今後の課題をす こ しまとめてお きたい。

まず、東 円寺跡 は、上野田地区、下野田地区、紺屋地区がある。 これ らの個

人住宅の建て替え工事の際の調査 においては、過去 に削平 などによ り、破壊 さ

れていない限 りは良好な包含層、柱穴そ して旧集落の屋敷地を画す る溝 などが

検出されている。

これ らの事例 は、大久保遺跡 における大久保地区、中家住宅や大久保 C遺跡

における五門地区、成合寺遺跡 における成合地区において も同様である。

現在 も集落の位置す る場所 には、中家や降井家が熊取谷を支配す る時期 より

以前か ら村落や町並みが存在 してお り、そのいずれ もの開発が地形や地理 など

の規制を受けて、なかば必然的にその場所 に存在す ることが考え られ る。 それ

らを調査す ることは、中世か ら近世の熊取谷の村落や街の景観を復元す る唯一

の手段ではないか と考え られ る。

しか し、その良好であろう包蔵地であるこれ らの地区のほとん どが周知の遺

跡の範囲外であ り、 これ らの遺跡 は調査 されることな く破壊 されてお り、 また、

今後において も破壊の恐れは十分 ある。今後は、旧集落での試掘調査を有効 に

活用 し、情報を集積 して周知の遺跡の性格 について十分に把握 し、周知の遺跡

の範囲を設定す ることが不可欠である。
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これ らの地区での調査結果 と現在 まで実施 されている調査結果か ら、熊取の

それぞれの地区が どのよ うに 「村落」 と して存在 していったのか、 どのような

産業構造を もっていたのかを解明 していかねばな らないだろ う。
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